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研究に関する情報公開文書 

 

研究課題名 

訪問鍼灸・あん摩マッサージ指圧における患者背景と施術実態の経年的変化：15年間の

施術録を用いた匿名化後ろ向き記述統計研究 

 

研究へのご協力のお願い 

関西医療大学では、下記の研究を実施いたします。 

 本研究は、過去に訪問鍼灸・あん摩マッサージ指圧を受けられた方の施術録を用いて、

患者背景や施術実態の経年的変化を明らかにすることを目的としています。 

 本研究では、すでに保存されている施術録情報のみを使用します。研究対象となる方に

対して、新たな施術、検査、質問調査、来院依頼等を行うことはありません。 

 生命・医学系指針では、既存情報を用いる研究において個別同意の取得が困難な場合、

研究内容を研究対象者等が容易に知り得る状態に置き、拒否できる機会を保障する方法が

整理されています。 

 

研究の目的 

 本研究の目的は、約 15年間にわたる訪問鍼灸・あん摩マッサージ指圧の施術録を用い

て、患者背景、疾患構成、療養環境、施術内容、施術頻度、施術期間等を整理し、その経

年的変化を記述することです。 

 これにより、地域療養支援における訪問鍼灸・あん摩マッサージ指圧の実態を明らかに

し、今後の在宅医療・介護・施術支援の基礎資料とすることを目指します。 

 

研究対象となる方 

 2012年 1月から 2026 年 8月までの期間に、［施術所名：牧鍼灸院］において訪問鍼灸・

あん摩マッサージ指圧を受けられた方のうち、施術録が保存されている方を対象としま

す。 

 

使用する情報 

 本研究では、施術録に記録された以下の情報を使用します。 

 年齢、性別、主疾患、神経疾患の有無、がん関連疾患の有無、通院困難理由、療養環

境、鍼施術の有無、灸施術の有無、あん摩マッサージ指圧施術の有無、施術回数、施術期

間、発症から施術導入までの期間、施術終了理由、紹介元、転帰等。 

 なお、氏名、住所、電話番号、保険者番号、患者 IDなど、個人を直接識別できる情報は

研究用データには含めません。 

 

個人情報の取り扱い 

 研究に使用するデータは、個人が特定されないように加工したうえで集計・分析しま

す。 



 研究成果は、学会発表、修士論文、学術雑誌、講演等で公表することがありますが、個

人が特定される情報を公表することはありません。 

 研究データは、研究責任者が適切に管理し、研究目的以外には使用しません。 

 

研究期間 

 研究倫理審査委員会承認日から 2028年 3 月 31日まで。 

 

研究に用いる情報の利用開始予定日 

 オプトアウト文書公開後、少なくとも 1か月を経過した後に、研究用データの作成を開

始します。 

 

研究への利用を希望されない場合 

 ご自身またはご家族の施術録情報を本研究に利用されることを希望されない場合は、下

記の問い合わせ先までお申し出ください。 

 お申し出があった場合には、匿名化した研究用データセットを作成する前であれば、施

術所内で該当する施術録を確認し、研究対象から除外いたします。 

匿名化した研究用データセットを作成した後は、氏名等と研究用 IDを対応させる表を作

成しないため、個別の情報を特定して除外することが困難となります。 

 ただし、すでに個人が特定できない形で集計・解析が終了している場合、または学会発

表・論文等で集計結果として公表された後は、個別に除外することが困難な場合がありま

す。 

 なお、本研究への情報利用を拒否された場合でも、ご本人またはご家族に不利益が生じ

ることはありません。 

 

研究責任者 

研究責任者：戸村多郎 

所属：関西医療大学 保健医療学部 はり灸・スポーツトレーナー学科 

住所：〒590-0433 大阪府泉南郡熊取町若葉 2-11-1 

電話：072-453-8251（代表） 

メール：tomura●kansai.ac.jp（●には＠が入ります） 

 

研究分担者 

研究分担者：牧 裕美 

所属：関西医療大学大学院 保健医療学研究科 保健医療学専攻 修士課程 

 

問い合わせ先 

 本研究に関するご質問、または施術録情報の研究利用を希望されない場合は、以下まで

ご連絡ください。 

 

関西医療大学 

研究責任者：戸村多郎 



電話：072-453-8251（代表） 

メール：tomura●kansai.ac.jp（●には＠が入ります） 

 

＜研究倫理に関する問い合わせ先＞ 

関西医療大学 研究倫理審査委員会 委員長 吉田隆紀 

TEL：072-453-8251（代表） 

 

--- 

本公開文書は、研究対象者またはその家族等が本研究の実施について容易に知ることが

でき、かつ自身の情報の研究利用を拒否できる機会を保障するために作成するものであ

る。 

 


